
     

令和８年３月２５日 

                                      校 長 小 西 昭 仁 

 

 

第三中学校に春が訪れると同時に、旅立ちの日がやってきました… 

 

 寒さの中にも、暖かい日差しを感じられるようになった３月１２日（木）、第７７回卒業式を

挙行し、２７８名の卒業生が第三中学校を巣立っていきました。当日は、卒業生の姿を見ながら

努力を重ねている２年生と、学校にご支援やご意見をいただいている学校運営協議会の委員の

方々も参列し、厳粛な雰囲気の中にも温かさを感じる式となりました。 

 卒業証書授与では、各担任の想いのこもった呼名に対して、卒業生一人一人が素晴らしい返事

で答えてくれました。私も微笑みながら一言添えて証書を手渡しましたが、卒業生の表情からは

「卒業への喜び」「仲間や先生たちとの別れへの寂しさ」「次のステージへの期待や希望に満ち

た気持ち」が感じとれました。 

 式中には、卒業生の卒業の歌「未来へ」と門出の歌「正解」、２年生の送別の歌「さくら」の

歌声が会場に響き渡り、さらに数多くの思い出と感謝の気持ちがつまった「送る言葉」「卒業の

言葉」が卒業生の門出に花を添えるとともに、感極まって涙する生徒もいて、心温まる時間が過

ぎていきました。 

 卒業生はこの３年間、楽しいことやつらいこと、努力したことや失敗したことなど、すべてが

順風満帆だったとは思いませんが、「卒業の言葉」の中にあったように、その中で多くのことを

学び、そして成長してくれました。その最後の卒業式での立派な振る舞いに感動と、そして頭の

下がる想いでいっぱいです。そんな卒業生に、以下のような話を最後にしました。 

 

 「優しさのバトン」 

 みなさんの魅力の一つは、素晴らしい行動力です。この１年、素晴らしい実績と第三中学

校の新たな歴史を創り上げてくれました。後輩の目標となる卒業生です。 

 そんなみなさんは、こんな言葉を聞いたり、知っている人はいますか。「恩送り」です。 

「恩返し」は、お世話になった人に恩を返すという意味で使いますが、「恩送り」には、誰

かにお世話になったら、それを周りの人に広げていくという意味があります。 

 みなさんはこれまで、家族や地域の方々、先生方から、温かい言葉をかけてもらったり、

助けてもらったりしてきました。これからも多くの人に支えてもらうことでしょう。そのよ

うな中で、相手に感謝の気持ちを伝えるだけでなく、してもらったことを他の人に広げてほ

しいのです。 

 例えば、誰かに優しくされたら、他の人に優しく接する。その人が、また他の人に優しさ

を伝える。「優しさのバトン」を次々に渡していくことで、確かなつながりが生まれます。 

 第三中学校の教育目標である「心豊かでたくましく」の「たくましく」には、「社会や未

来をより良く変える人になってもらいたい」という願いが込められています。 

 普段の生活で「恩送り」を意識して行動すると、社会や未来が少しずつでも変わると、私

は信じています。 

 大切なのは、誰かが勇気を持って一歩を踏み出すことです。それができるのは、行動力の

あるみなさん一人一人です。 

 卒業生のみなさん、第三中学校で学んだことを胸に、「優しさのバトン」を渡しながら、

未来を切り拓いてください。 

 上手くいかない時は、少し立ち止まって呼吸を整えると、また歩き出す力が湧いてきます。 

 新しい環境でのみなさんの活躍を心から応援しています。     （校長式辞から抜粋） 
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心豊かでたくましく、共に生きる力を持った生徒の育成 



 １・２年生も、４月からは先輩、そして最上級生となります。３年生の卒業に向けた様々な活

動（送る会・卒業式練習や準備・各部活動の送別会など）の様子から、「３年生への感謝の気持

ち」、そして「私たちに第三中学校を任せてください」という意気込みを随所で感じました。君

たちも、日々積み重ねられている第三中学校の歴史と伝統を、しっかりと受け継いでいける力と

気持ちがあります。４月に１学年進級して、心も体もさらにたくましくなっていく１・２年生に

も期待しています。互いに切磋琢磨していきましょう。 

 

 

 

[ お 礼 ] 

 年度の最後にあたり、保護者そして地域の皆様にお礼申し上げます。 

 令和７年度の教育活動を無事に終えることができました。これもひとえに、皆様方のご理解と

ご協力のお陰だと思っております。 

 時に、ご心配をおかけしたことやご期待に沿えなかったこともあったかと拝察いたします。 

 来年度も教職員一同、今年度の成果と反省を生かし、また課題と向き合って、生徒たちの安全・

安心、そして成長のために尽力してまいりますので、引き続きのご支援をお願いいたします。 

 

 最後に私事となりますが、年度末をもって退職いたします。私自身、１年目の反省と現在の取

組を糧に、さらに充実した教育活動を推進したいと考えていた中、志半ばでの退職となり、残念

で仕方ありません。この１年、どこまで皆様のご期待に応えられたか不安はありますが、「生徒

にとってその時に、何が第一（大切）なのか」を判断基準にして取り組んでいたことを汲んでい

ただけたら幸いです。あっという間の１年でした。その間、様々なことにご理解とご協力を賜り、

改めて感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

［令和７年度末人事異動に伴う退職・転出教職員］ 

【退職】〔校長〕 

    〔教諭等〕 

 

 【転出】〔教諭等〕 

 

 

  異動先等の詳細は、新聞発表等で後日ご確認ください。新聞等に記載されない教職員もおり

ますが、お知りになりたい方は、新聞発表後に教頭までお問い合わせください。 

  お世話になりました。 

 

 

 

［学年末・学年始め休業中の学校の対応について］ 

○３月３１日（火）までの平日は、８時１０分～１６時４０分の間、事務室で職員（日番）が

勤務しています。電話対応（047-371-7341）も上記時間内での対応です。 

○４月１日（水）以降は、通常通りの対応です。 

○上記の時間外および土日は、終日留守番電話対応（応答なし）となります。 

○学校で対応できない時間での緊急を要する連絡は、下記にお願いします。 

   学校携帯 ０７０－１１８５－４４１７ 


